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1 月号（69-01）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条	 	  

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●新春特集：明日の化学を担う女性化学者 夢を語る 
◆ インタビュー ◆ 触媒が活性をもつ理由を探求する	

 

唯	美津木（ただ	 みづき）  

名古屋大学物質科学国際研究センター教授，同大学大学院理学研究科教授 

3. 2004年東京大学大学院理学系研究科博士課程中退，2005年博士（理学）（東京大学） 

4. 金属錯体を用いた固体触媒設計と触媒のin situ構造解析 

8. 料理，旅行 

	

◆ 私が考える化学の「夢」◆ 
ゲルに託す夢	

 

龔	 剣萍（グン	 チェンピン）  

北海道大学大学院先端生命科学研究院教授 
 

1. 中国杭州市 

3. 1983年中国浙江大学卒業，1988年同大学大学院修士課程退学（日本留学のため），1992年東

京工業大学大学院総合理工学研究科博士課程退学，1993年工学博士 

4. 高靱性・高機能ゲルの創製，ゲルの摩擦，接着，破壊 

5. 学生の英語教育と国際化力 
6. Better master one than engage with ten. 

7. 寺田寅彦『科学と文学』 

8. 旅行，森を歩くこと，ガーデン巡り 
10. http://altair.sci.hokudai.ac.jp/g2/index.html	

ときめく化合物との出合いを夢みて 

 

島本	 啓子（しまもと	 けいこ）	

公益財団法人サントリー生命科学財団生物有機科学研究所主幹研究員 
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1. 兵庫県 

2. 県立長田高校 

3. 1986年大阪大学大学院理学研究科博士前期課程修了，1991年博士（理学） 

4. ちょっと変わった形の糖やアミノ酸の合成と活性機構解明 

5. 「少くして学べば則ち壮にして為すことあり，壮にして学べば則ち老いて衰えず，老いて学

べば則ち死して朽ちず」（三学戒）……今からでも間にあうか？ 

9. セ･リーグは阪神タイガース，パ・リーグはオリックス・バファローズ 
10. http://www.sunbor.or.jp 

化学の力を生かした 新しい分子性機能材料の開発 

 

森	 初果（もり	 はつみ）  

東京大学物性研究所教授 

1. 東京都 

2. 都立富士高校 

3. 1986年お茶の水女子大学大学院理学研究科化学専攻修士課程修了，1992年理学博士 

4. 分子性固体科学 

7. 百田尚樹『海賊とよばれた男』講談社 
10. http://hmori.issp.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

◆ World Watch ◆ 世界から見た女性化学者の現状 

 

栗原	 和枝（くりはら	 かずえ）  

東北大学原子分子材料科学高等研究機構（WPI-AIMR）教授， 

同大学多元物質科学研究所教授 

1. 東京都 

2. 都立日比谷高校 

3. 1979年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了 

4. 表面力測定，分子組織化学 

6. 継続は力なり 

8. 読書，音楽鑑賞 
10. http://www.tagen.tohoku.ac.jp/labo/kurihara/index.html 

 

 

 



 3 

◆随 想◆ 
「なあんだ」をもうひとつ	

 

高橋	 圭子（たかはし	 けいこ）	

東京工芸大学工学部生命環境化学科教授 
 

1. 岩手県 

2. 岩手県立盛岡第一高等学校 

3. 1981年東北大学大学院薬学研究科修士課程修了，1986年薬学博士 

4. シクロデキストリン，超分子化学 

8. 食に関することいろいろ，バレエ 

頑張れば誰かが見ていてくれるよ 

 

加藤	 昌子（かとう	 まさこ）	

北海道大学大学院理学研究院教授 

1. 愛知県 

2. 愛知県立一宮高校 

3. 1981年名古屋大学大学院理学研究科博士前期課程修了，1986年理学博士（名古屋大学） 

4. 光機能性金属錯体 
10. http://wwwchem.sci.hokudai.ac.jp/~cc/index.html 

 

 

 

●解説：“からまる”水素結合が氷を融かす 

 

松本	 正和（まつもと	 まさかず）  

岡山大学大学院自然科学研究科准教授 

3. 1996年総合大学院大学数物科学研究科博士課程修了 

4. 水の多態 

8. 手と頭を使ってモノをつくること 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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望月	 建爾（もちづき	 けんじ）  

総合研究大学院大学 5年一貫性博士課程 5年 
 

1. 山梨県 

2. 山梨県立甲府東高校 

3. 2008年名古屋大学理学研究科修士課程修了 

4. 水・氷の相転移ダイナミクス，タンパク質の機能発現メカニズムの解明 

5. ポスドク、どこ行こうか。。。 

6. 思い立ったが吉日 

7. 増田 俊也『木村雅彦はなぜ力道山を殺さなかったのか』新潮社 

8. 読書，海外旅行 
10. http://http://kenjimochizuki.wiki.fc2.com/ 

 

 

●解説：進化を続ける次世代型ナノ分子磁石 

 

堀井	 洋司（ほりい	 ようじ）  

東北大学大学院理学研究科修士課程2年 

1. 群馬県 

2. 群馬県立高崎高等学校 

3. 2012年東北大学理学部卒業 

4. フタロシアニン多重積層型錯体の分子磁性 

5. 自身の研究テーマ 

6. 一生懸命 

8. ニコニコ動画，映画鑑賞 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－	

 

山下	 正廣（やました	 まさひろ）  

東北大学大学院理学研究科教授 

1. 佐賀県 

2. 佐賀県立唐津東高校 

3. 1982年九州大学大学院理学研究院博士課程修了 
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4. 次世代型高次機能性ナノ金属錯体のボトムアップ化学 

5. 科学とは何ぞや？大学とは何ぞや？ 

6. 夢・忍耐 

7. 三浦綾子『母』角川書店 

8. 麻雀，カラオケ 

9. アンチ巨人 

 
 
●新連載：日本の化学創成期を駆け抜けた 留学生たちのヨーロッパ 

 

吉原	 賢二（よしはら	 けんじ）  

東北大学名誉教授 

1. 新潟県 

3. 1953年旧制東北大学理学部化学教室卒業 

4. 化学史（ニッポニウム，小川正孝ほか） 

8. 音楽 

	

	

●新連載：元Wiley編集者が語る 英語科学論文の執筆をめぐる旅 

 

舘野	 佐保（たての	 さほ）  

フリーランスライター，学術出版社John Wiley &Sonsにて生命科学担当の編集

者などを経て，現職．専門家10人に取材して執筆した児童書『目に見えないも

の』（講談社）を近日出版． 
  

1. 北海道札幌市 

2. 北海道札幌南高等学校 

3. 2002年東北大学大学院農学研究科修士課程修了，イースタンミシガン大学英語学部文章コミ

ュニケーション学科修士課程修了． 
7. Umberto Eco, “Serendipities,” Mariner Books 

8. フルート演奏 

9. なでしこジャパン 
10. http://www.sahotateno.com 

 

 

 

 



 6 

●新連載：日本発！ 発明・発見物語 

 

吉村	 忠与志（よしむら	 ただよし）  

福井工業高等専門学校名誉教授，長岡技術科学大学客員教授 

1. 福井県 

2. 福井県立藤島高校 

3. 1973年福井大学大学院工学研究科工業化学科専攻修了．1982 年理学博士（京都大学）． 

4. 化学をやさしく解説すること 

5. 科学技術が発展し，複雑多岐にわたるようになり，生活に密着したものでも，ほとんどがブ

ラックボックス化されて，そこから発信される信号データだけが一人歩きしているのが現状で

す．定年となり一線から外れた今，身近なものをやさしく解説する使命をいただいています． 

6. 社会貢献 

8. 水墨画，組みひもでループタイ作成 

9. 巨人 
10. http://bigjohn.ce.fukui-nct.ac.jp/ 

 

 

●カガクへの視点 

 

中山	 慎也（なかやま	 しんや）  

出雲市教育委員会出雲科学館教諭（出雲市立第一中学校兼務），九州大学総合

研究博物館協力研究員 
 

1. 島根県 

2. 島根県立出雲高等学校 

3. 1997年島根大学理学部化学科卒業，1999年九州大学大学院理学研究科化学専攻博士前期（修

士）課程修了，2002年九州大学大学院理学研究科分子科学専攻博士後期課程単位取得退学 

4. 理科教育，化学教育 

5. 大学や研究所などで得られた研究成果『知』を，初等中等教育の理科へ活かす指導方法の開

発やその評価の在り方について関心をもっています． 

6. 誠実 

8. 小型カラシン，コリドラス，エンゼルフィッシュなど熱帯魚の飼育 

9. サッカー日本代表 
10. http://www.izumo.ed.jp/kagaku/ 
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●連載・My Favorite Research：光片道異性化の発見から確立へ 

 

徳丸	 克己（とくまる	 かつみ）  

筑波大学名誉教授，（独）産業技術総合研究所フレキシブルエレクトロニク

ス研究センター客員研究員 

1. 東京都 

2. 東京都立日比谷高等学校 

3. 1961年東京大学大学院化学系研究科博士課程修了 

4. 有機エレクトロニクス，人工光合成 

5. 科学と産業は相互に刺激し合って発展してきています．しかし，『化学と工業』2012 年 9 月

号の巻頭言にも記したように，我が国の産業が往年ほど活発でないと，せっかく科学を専攻し

ても生かしにくくなります．その結果，理系の教育にも影響が出てくることがなければよいと

案じています．	

6. 大学定年後すでに 20 年近く，現役と定年後を通じ，非常に多くの方々のお世話になりまし

たことを感謝して過ごしております． 

8. 読書，旅行，各種の散策，オペラ・オペレッタ・シャンソン・落語を楽しむこと 
 


